
まちの話題

今月の表紙　活汲小中学校リコーダーアンサンブル～役場ロビーで全国コンクール銀賞の音色を奏でました～

温故知新

元気に100歳

旭町　馬渕 ツル さん

特集　私たちが担当です　４月から職員の配置が変わりました

美幌警察署との連携を強化　「暴力団の排除に関する合意書」締結式

地域の人が気軽に集まれる場に　相生に「あいあいさろん」開設
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私たちが担当です私たちが担当です
４月から職員の配置が変わりました。お気軽に声をかけてください。

主査

向　平

◎教育委員会（議事堂１階）教育長　林伸行・生涯学習課長　伊藤同

※総務・学校教育　（主査）竹内・仁部（主任技手）松木（繁）・（主事）田古

※学校給食　（主幹）成田信雄・〔（栄養士）吉川〕

◎中央公民館（生涯学習課主幹）佐藤美則

※社会教育　（主査）松橋（美）・石川（勝）・石川（波）

（主任）谷口・（主事）上原・成田（真）、図書室司書（臨時）金山・植木

※児童館　　〔（教育相談・生涯学習アドバイザー）豊福〕

〔（児童館専任指導員）百瀬〕

◎多目的活動センター［さんさん館］（住民企画課参事）石橋吉伸

（臨時職員）鴇田（裕）・本間

庁舎以外の課・担当

◎議会・監査事務局（議事堂２階）議会・監査事務局長　小野寺祥裕

※議会・監査（主査）小泉（政）・（主任）小西

◎特別養護老人ホームいちいの園　園長　徳田博一

※特養 （主査）松木(幸)・土井

（主任）中田・蒔田・山本・平上・梅津・郷古（恵）・島田・荒川

※デイサービス（主幹）五十嵐正美・（主査）山田（善）

◎町営バス車庫（主任）村形・秋山・川口（徹）

◎除雪センター（主任）窪田・辻・小泉（樹）・伊藤（敏）

◎津別消防署　署長 大野功二
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日　　程：６月６日（木）、７日（金）

受付時間：朝６時～９時30分まで（30分間隔）

場　　所：町民会館

健診内容：特定健診、胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、

乳がん検診、子宮がん検診、肝炎ウィルス検診、エキノコックス症検診

申込期間：５月14日（火）まで

※詳しくは、４月号広報折込チラシ・健康いきいきカレンダーをご覧ください。

■現在、６月の健診の申込受付中です！　

特定健診とがん検診をセットで受診し、健康を確認してみましょう

＜問い合わせ・健診申し込み先＞　

番窓口　†76－2151（内線231、232、332）保健福祉課 健康推進担当 10

オ
ホ
ー
ツ
ク
脳
卒
中
研
究
会
の
調
べ
に
よ
る
と
、
平

成
23
年
度
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
脳
卒
中
発
症
者
の
総

人
口
に
占
め
る
割
合
が
津
別
町
は
管
内
１
位
と
い
う
結

果
で
し
た
。
こ
れ
は
、
高
齢
化
に
よ
る
影
響
も
あ
り
ま

す
が
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
す
。

脳
卒
中
を
発
症
す
る
ま
で
、
多
く
の
方
が
「
自
分
は

健
康
」
「
自
覚
症
状
は
な
い
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
脳
卒
中
を
発
症
し
て
初
め
て
、
自
分
の
血
圧
の

高
さ
や
血
糖
の
高
さ
を
知
る
方
が
い
る
の
も
事
実
で

す
。
多
く
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
の
出
る
前
に
検

査
値
と
し
て
、
私
達
に
体
の
状
況
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
日
頃
か
ら
特
定
健
診
や
病
院
で
自
分
の
体
の
状
況

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
近
は
、
が
ん
も
避
け
て
通
れ
な
い
病
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。
２
人
に
１
人
は
、
が
ん
に
な
る
時
代
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
で
が
ん
を
早
期
に
見
つ
け
、

早
期
に
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

平
成
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年
度
か
ら
始
ま
っ
た
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定
健
診
。
平
成

24
年
度
は
１
期
最
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年
の
評
価
の
年
で
、
津
別
町

国
保
に
と
っ
て
重
要
な
１
年
で
し
た
。
特
定
健
診

（
メ
タ
ボ
健
診
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は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
者
が

実
施
主
体
と
な
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、
40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
す
べ
て

の
方
（
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
で
通
院
中
の
方
も

対
象
で
す
）
が
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
健
診

で
す
。

平
成
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年
度
の
国
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目
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と
定
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特
定
健
診

受
診
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は
65
％
で
す
。
津
別
町
国
保
の
受
診
率
は
、

事
業
ス
タ
ー
ト
の
平
成
20
年
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が
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・
８
％
、
１

期
の
最
終
年
で
あ
る
平
成
24
年
度
は
38
・
２
％
と

な
り
、
国
の
目
標
値
に
は
達
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

過
去
最
高
の
受
診
率
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
平
成
24
年
度
特
定
健
診

受
診
率
38
・
２
％
を
達
成

前
年
度
比
８
・
５
ポ
イ
ン
ト
の

ア
ッ
プ
！

★
こ
れ
か
ら
は
、
特
定
健
診
で
自
分
の

健
康
を
数
値
化
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

脳
卒
中
、
そ
し
て
、
が
ん
も
見
逃
せ

な
い
病
気
に
な
っ
て
い
ま
す
！

津
別
町
国
保
の
特
定
健
診
受
診
率<

過
去
最
高
！>

〜
今
後
も
年
一
回
の
健
診
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
〜

平成2
4年度

津別町国保　特定健診受診率

＜津別町で実施している検診の種類＞

＜検診が受けられる場所＞

今年度61歳の方は特定健診・がん検診が無料です

6月6日の健診は、婦人科検診もあります！



問い合わせ先及び応募場所

保健福祉課介護福祉グループ介護保険担当　†76－2151（内線230）

津
別
町
の
介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す

募　集　職　種 介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画策定委員会委員

・介護保険被保険者の代表として参加いただきます。

・委員会については年２回程度を予定。

募　集　人　員 ２名（委員任期は２年）

募　集　資　格 津別町に在住し、保健・福祉・医療に関心のある方で、

年齢40歳以上70歳未満の方

応　募　方　法 役場担当窓口に直接申し込みをしてください。

応　募　期　日 平成25年５月15日（水）まで

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
委
員
を
募
集

介
護
保
険
制
度
の
適
切

な
運
営
を
図
る
た
め
、
町

で
は
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

町
の
実
情
や
特
性
に
あ

っ
た
よ
り
良
い
計
画
に
す

る
た
め
、
住
民
の
方
の
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
の

考
え
か
ら
、
策
定
委
員
の

２
人
に
つ
い
て
は
公
募
に

よ
り
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

町
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
、
高
齢
者
介
護
に

関
す
る
問
題
な
ど
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
日
ご

ろ
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
応
募
く

だ
さ
い
。

募 集 要 項

地域担当連絡員の担当職員変更のお知らせ

私たちが担当します

布川・相生中央・相生2 下美都・上美都・上里

深 田 知 明
産業振興課長

平成25年４月１日の人事異動に伴い、地域担当連絡員の配置が下記の通り変更となりましたので、お知ら

せします。

自治会単位で地域が抱えている問題、制度などについて、もっと知りたい教えてほしいという要望等があ

りましたら、直接担当員にお電話ください。

新町・旭町１

共和２・共和３ 東達美・達美・西達美
上最上・下最上

横 山　 智
住民企画課主幹

緑町２・緑町３

金 野 茂 幸
建設課主幹

達美町・緑町１

房 田 敏 彦

生涯学習課長

柏町・高台町

山 田 英 孝
保健福祉課長

旭町２・旭町３

川 口 昌 志
産業振興課主幹

高台1・高台2・豊永1

石 橋 吉 伸
住民企画課参事

共和1・恩根1・恩根中央

鴇 田 憲 治

住民企画課長

共和４・豊永２ 東岡・活汲１・活汲３
活汲中央・岩富

双葉・沼沢・本岐市街・本岐２・木樋・二又・大昭

五十嵐 正美
特養デイグループ主幹

徳 田 博 一
特養園長

幸 町・本 町 西 町・東 町

江 草 智 行
建設課長

竹 俣 信 行

総務課長

豊永３・豊永４

佐 藤 美 則
生涯学習課主幹

松 橋 正 樹
総務課主幹

大 野 功 二
津別消防署長

※地域からの連絡などは、担当の連絡員に直接電話をしてくだ

さい。

※地域担当連絡員制度についてのお問い合わせは、住民企画課

住民企画グループまで。

†76－2151（内線213）

†76－2151 内287

†76－2189†76－2151 内線207

†76－2151 内線265

†76－2151 内線257 †76－1300 †76－3205

†76－2151 内線214

†76－2151 内線237

†76－2151 内線256 †76－2151 内線316†76－2151 内線203 †76－2151 内線247

†76－2151 内線270†76－2151 内線206†76－2151 内線245

伊 藤 同

小 野 寺 祥 裕

議会事務局長

伊 藤 泰 広
住民企画課主幹

†76－2151 内線213

成 田 信 雄
生涯学習課主幹

†76－2401

石 川　 篤
保健福祉課主幹

†76－2151 内線313

齊 藤 昭 一

†77－3771

会計課長

補助の対象者

地球温暖化防止や津別町の森林資源の地産地消を目指し、木質ペレットストーブを

購入する方に対して、購入費の一部を補助します。

○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治会な

どの活動拠点施設に木質ペレットストーブを設置する方

○町税を滞納していない方

○平成26年３月31日までに購入し、設置できる方

○ペレットストーブの使用状況等について、町が行うモニ

ター調査に協力できる方

※補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に補助の申請手続きを行ってください。

問い合わせ・申請先　産業振興課 林政担当　†76-2151（内線259）

補助金の額等

ペレットストーブ（中古品を除く）本体（設置費

等を除く）の税抜き価格の３分の２以内（千円未満

は切り捨て）で、１台25万円を限度とします。

平成25年度は、４台の補助を予定しています。

補助の申請書類

○補助金等交付申請書

○経費の内訳が明記されている見積書の写し

○ペレットストーブ設置位置図及び平面図

○町長が発行する納税証明書

○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

その他

○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出して

いただきます。

○町による現地確認調査を実施します。

○補助金の交付は、現地調査後となります。

※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援

事業補助金交付要綱によります。

総務課主幹
†76－2151 内線246



特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
ち
い
の
園
」、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
経
営
移
譲
を
進
め
る
た
め
、
３
月
17
日
、
町
と

美
幌
町
の
社
会
福
祉
法
人
　
恵
和
福
祉
会
（
西
澤

寛
俊
理
事
長
）
と
の
間
で
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。

建
物
、
車
両
、
備
品
等
の
無
償
譲
渡
や
勤
務
を

希
望
す
る
職
員
の
継
続
雇
用
、
老
朽
化
に
伴
う
管

理
上
必
要

な
修
繕
の

費
用
負
担

な
ど
、
こ

の
協
定
書

の
内
容
に

基
づ
き
、

平
成
26
年

４
月
１
日

の
経
営
移

譲
に
向
け
、

細
部
の
協

議
を
進
め

ま
す
。

３
月
25
日
、
相
生
地
区
で
初
め
て
の
サ
ロ
ン
が

相
生
公
民
館
で
開
か
れ
、
16
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

開
所
式
の
後
に
は
、
健
康
体
操
や
的
に
め
が
け
て

ボ
ー
ル
を
転
が
す
ペ
タ
ン
ク
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、
お
昼
は
地
域
の
女
性
５
名
が
作
っ
て
く
れ

た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
の
名
称
は
参
加
者
全
員
で
相
談
し
、
年

齢
問
わ
ず
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
「
あ
い
あ
い
さ
ろ

ん
」
と
命
名
。
次
回
の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ

ー
（
†
76-

２
１
５
８
）

で
は
、
サ
ロ

ン
を
開
設
す

る
団
体
を
応

援
す
る
活
動

を
計
画
し
て

い
ま
す
。
希

望
団
体
は
、

お
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。

い
ち
い
の
園
等
経
営
移
譲
へ
　

恵
和
福
祉
会
と
協
定
書
を
取
り
交
わ
す

４
月
１
日
、
美
幌
・
津
別
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
に
お
い
て
、
新
た

に
設
置
さ
れ
た
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
施
設
の
運
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
域
事
務
組
合
管
理
者
・
土
谷
耕

治
美
幌
町
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
施

設
の
説
明
が
あ
り
、
美
幌
町
長
と
副

管
理
者
で
あ
る
佐
藤
津
別
町
長
に
よ

る
運
用
開
始
を
告
げ
る
無
線
送
信
で

本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

同
施
設
の
運
用
開
始
に
よ
り
、
両

町
の
居
住
地
区
全
て
を
デ
ジ
タ
ル
無

線
で
カ
バ
ー
し
、
正
確
な
情
報
を
よ

り
迅
速
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
施
設

運
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
に

相
生
に
「
あ
い
あ
い
さ
ろ
ん
」
開
設

４
月
５
日
、
最
上
の
酪
農
業
・
山

田
照
夫
さ
ん
か
ら
町
に
１
０
０
万
円

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
の
産
業
功
労
賞
受
賞
に

対
す
る
お
礼
に
加
え
て
、
ご
自
身
の

誕
生
日
（
４
月
７
日
）
の
記
念
に
と
、

寄
附
を
思
い
立
た
れ
た
そ
う
で
す
。

「
町
の
農
業
振
興
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
の
山
田
さ
ん
の
言

葉
に
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
佐
藤
町

長
は
「
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
農
業
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

農
業
振
興
の
た
め
に

山
田
照
夫
さ
ん
か
ら
町
に
寄
附

３
月
26
日
、
町
と
美
幌
警
察
署
（
外
崎
雅
洋
署

長
）
に
よ
る
「
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
合
意
書
」

の
締
結
式
が
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
の
『
津
別
町
暴
力
団
排
除
条
例
』
施

行
に
あ
た
り
、
暴
力
団
及
び
暴
力
団
関
係
事
業
者

等
に
関
し
て
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
暴
力
団
を
排
除
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
合
意
に
よ
っ
て
美

幌
警
察
署
の
よ
り
速
や
か
な
支
援
が
得
ら
れ
、
津

別
町
全
体
で
暴
力
団
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
同
条

例
の
大
き
な
支
え
と
も
な
り
ま
す
。

合
意
書
へ
の
署
名
を
終
え
た
佐
藤
町
長
は
、「
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
安
心
感
が
芽
生

え
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

美
幌
警
察
署
と
の
連
携
を
強
化

「
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
合
意
書
」
締
結
式

４
月
９
日
、
町
民
会
館
で
平
成
25
年
度
津
別
町

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
（
主
催
・
津
別
町
交
通

安
全
推
進
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
大
会
で
は
、
来
賓
挨

拶
や
町
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
な
ど
に
続
い
て
、

交
通
安
全
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

た
小
中
学
生
10
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
町
内
に
お
け
る
死
亡
交
通
事
故
ゼ
ロ
日

運
動
」
は
平
成
24
年
12
月
14
日
に
『
１
０
０
０
日
』

を
達
成
し
、
目
標
を
新
た
に
『
１
５
０
０
日
』
と

定
め
て
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
美
幌
警
察
署
の
半
澤
直
樹
地
域
交
通
課

長
の
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
話
を

聴
き
、
参
加
者
は
交
通
安
全
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
が
開
催
さ
れ
る

津
別
町
防
犯
協
会
（
佐
々
木
利
明

会
長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
防
犯
ブ

ザ
ー
35
個
が
寄
贈
さ
れ
、
４
月
３
日
、

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年
か
ら
続
い
て
い
る
犯
罪

被
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
で
、
今
年
で
13
年
連
続

の
寄
贈
と
な
り
ま
す
。

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
引
く
と
大
音
量
の

ア
ラ
ー
ム
音
で
周
り
に
異
変
を
知
ら

せ
る
防
犯
ブ
ザ
ー
『
身
の
用
心
2
』

は
、
町
内
３
小
学
校
の
新
入
学
児
童

全
員
に
贈
ら
れ
ま
す
。

新
入
学
児
童
の
安
全
を
見
守
る
　

防
犯
協
会
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

津
別
消
防
団
の
内
田
憲
造
分
団
長

が
、
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し
、

３
月
26
日
、
町
長
室
で
表
彰
状
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
54
年
に
津
別
消
防
団
入
団
以

来
、
34
年
間
に
わ
た
り
災
害
出
動
や

後
輩
団
員
の
指
導
育
成
に
あ
た
っ
て

こ
ら
れ
た
内
田
さ
ん
は
、「
永
く
務
め

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ

た
の
は
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
」
と
、
受
章
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
34
年

内
田
分
団
長
に
消
防
庁
長
官
表
彰



さ
ん

４
月
５
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
馬
渕
ツ
ル
さ
ん
。
町
か
ら

記
念
品
を
贈
ら
れ
る
な
ど
、
周
り
か

ら
の
祝
福
に
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
元

気
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
長
生
き
の
秘
訣
は
？
」
と
の
質
問

に
は
、「
好
き
嫌
い
な
く
、
何
で
も

よ
く
食
べ
る
こ
と
」
と
、
は
っ
き
り

答
え
ま
す
。
特
に
果
物
は
欠
か
さ
な

い
そ
う
で
、
中
で
も
リ
ン
ゴ
が
若
い

こ
ろ
か
ら
大
好
物
。

達
美
の
農
家
に
、
９
人
兄
弟
の
５

番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
馬
渕
さ
ん
。

尋
常
小
学
校
に
上
が
っ
た
こ
ろ
か

ら
、
家
業
の
手
伝
い
や
弟
妹
た
ち
の

世
話
に
忙
し
く
「
遊
ぶ
時
間
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
同
級
生
た
ち
と
共
に
学
び
、

遊
ん
だ
６
年
間
は
、
か
け
が
え
の
な

い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

馬
渕
さ
ん
が
結
婚
し
た
の
は
昭
和

12
年
の
こ
と
。
25
歳
の
時
に
、
縁
あ

っ
て
町
内
の
馬
渕
清
吉
さ
ん
と
所
帯

を
持
ち
ま
し
た
。
清
吉
さ
ん
は
腕
一

本
で
建
築
現
場
を
渡
り
歩
く
腕
の
良

い
大
工
で
し
た
が
、
酒
好
き
が
玉
に

キ
ズ
。「
酒
ば
か
り
飲
ん
で
、
お
金

が
足
り
な
く
な
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
し
た
（
笑
）」。

そ
れ
で
も
、
馬
渕
さ
ん
が
親
戚
の

農
家
の
手
伝
い
で
家
計
を
助
け
る
な

ど
、
夫
婦
で
一
生
懸
命
に
働
き
、
戦

中
戦
後
の
厳
し
い
時
代
に
一
男
二
女

の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
上
げ
ま
し

た
。畑

仕
事
の
手
伝
い
や
玉
ね
ぎ
の
苗

取
り
な
ど
、
80
歳
ま
で
現
役
で
働
い

て
い
た
馬
渕
さ
ん
で
す
が
、
現
在
は

娘
さ
ん
夫
婦
の
家
で
穏
や
か
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。
娘
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

耳
が
少
し
遠
く
な
っ
た
程
度
で
、
体

の
悪
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
食
欲
も
旺

盛
で
３
度
の
食
事
を
残
さ
ず
に
食
べ

て
い
る
と
か
。

最
近
の
楽
し
み
は
、
毎
週
通
っ
て

い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の

入
浴
や
、
知
り
合
い
と
の
お
し
ゃ
べ

り
だ
そ
う
で
す
。

元
気
に
１
０
０
歳
　

馬
渕
　
ツ
ル

【421】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

町
の
税
金
は
、
北
見
信
用
金
庫
（
役
場

派
出
所
、
本
店
及
び
各
支
店
）
、
網
走
信

用
金
庫
、
津
別
町
農
業
協
同
組
合
、
北
洋

銀
行
、
北
海
道
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵

便
局
）
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』

等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ

ば
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ

っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、

金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
少
な
く
、
ま
た
、

納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変

便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の

印
鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参

し
て
町
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る

金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
振

替
口
座
の
変
更
が
な
け
れ
ば
、
毎
年
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た

日
に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
の
際
に
は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。 町

税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

◎
５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、

軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
５
月
31
日
で
す
。

問い合わせ先　地域包括支援センター　†７６－２１５８

家
庭
で
お
年
寄
り
を
お
世
話
す
る

際
、
入
浴
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
ら

良
い
の
か
、
迷
わ
れ
る
方
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

入
浴
は
身
体
を
清
潔
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
血
行
を
良
く
し
、
新
陳
代

謝
を
活
発
に
す
る
な
ど
多
く
の
健
康

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
精
神
的
に

も
良
い
気
分
転
換
に
な
る
こ
と
か
ら
、

入
浴
の
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く
も

ち
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
際
は
介
護
者
の
お
世
話
の
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
上
手
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

●
「
通
う
サ
ー
ビ
ス
」
で
の
入
浴

通
い
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
通

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
通
所

リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
日
課
の
中
で
入
浴
の
介
護

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
津
別
町
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
浴
槽
が
ス
ロ

ー
プ
式
な
の
で
ま
た
ぎ
が
無
く
、
足

の
不
自
由
な
方
も
、
楽
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
歩
く
こ
と
が
出

来
な
い
方
も
、
お
風
呂
用
の
車
椅
子

に
乗
り
、
そ
の
ま
ま
専
用
の
浴
槽
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
「
訪
問
サ
ー
ビ
ス
」
で
の
入
浴

お
年
寄
り
の
体
力
的
な
問
題
や
、

好
み
な
ど
か
ら
「
通
う
サ
ー
ビ
ス
」

が
使
え
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

「
我
が
家
で
入
浴
し
た
い
」
と
い
う
ご

希
望
が
あ
れ
ば
、
「
訪
問
入
浴
」
か

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
も
し
く
は
訪
問

看
護
）
に
よ
る
入
浴
介
助
」
が
、
適

し
て
い
ま
す
。

訪
問
入
浴
は
、
組
み
立
て
式
の
浴

槽
を
ご
家
庭
に
持
参
し
、
お
湯
も
専

用
の
車
で
運
ん
で
来
て
そ
の
場
で
お

風
呂
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
の
場
合
、
自
宅

の
中
で
移
動
す
る
の
も
大
変
で
す
。

こ
の
方
法
の
場
合
、
利
用
者
の
お
部

屋
や
、
茶
の
間
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
体
力

的
な
負
担
が
少
な
い
方
法
で
す
。

自
宅
の
浴
槽
を
ま
た
い
で
入
れ
る

場
合
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
訪
問

看
護
の
場
合
は
看
護
師
）
が
入
浴
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。
ど
の
方
法
も
安

全
に
配
慮
し
な
が
ら
楽
に
入
れ
る
よ

う
、
専
門
の
職
員
が
介
助
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
入
浴
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
料
金
な
ど
詳
し
く

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤
務
し
て

い
る
高
橋
次
朗
さ
ん
。
住
民
企
画
課
住

民
企
画
グ
ル
ー
プ
で
環
境
衛
生
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

遠
軽
町
出
身
の
高
橋
さ
ん
は
、
地
元

の
遠
軽
高
校
を
卒
業
後
、
栃
木
県
の
白

鴎
大
学
法
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
高

校
・
大
学
を
通
し
て
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所

属
し
、
チ
ー
ム
の
司
令
塔
で
あ
る
ス
タ

ン
ド
オ
フ
と
し
て
活
躍
。
高
校
で
は
北

北
海
道
大
会
ベ
ス
ト
４
ま
で
進
出
し
ま

し
た
。

大
学
卒
業
後
に
津
別
町
役
場
を
志
望

し
た
理
由
は
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
の

就
職
を
希
望
し
て
い
と
こ
ろ
、
高
校
時

代
に
ラ
グ
ビ
ー
合
宿
で
毎
年
訪
れ
て
い

た
津
別
町
の
職
員
募
集
を
知
り
、
お
世

話
に
な
っ
た
町
で
働
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
」。

仕
事
に
つ
い
て
は
「
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
ご
み
処
理
事

務
や
、
飼
い
犬
の
管
理
、
野
犬
対
応
な

ど
野
外
で
の
業
務
機
会
が
多
い
の
で
、

自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
目

の
前
の
仕
事
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い

で
す
」
と
、
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
に
早
く
顔
を

覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
休
日
に
は
な

る
べ
く
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い

そ
う
で
す
。

目
の
前
の
仕
事
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い

高
橋
　
次
朗

さ
ん

たかはし　じろうさん／平成3年1月生まれ／津別町

役場勤務／緑町在住

「
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
存
知
で
す
か

まぶち　つるさん／大正２年４月、津別町生まれ／100歳／
旭町在住



自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
運
輸
支
局
の
登
録
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。
平

成
25
年
度
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
金
）
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
は
５
月
７
日
（
火
）

に
発
送
し
ま
す
が
、
住
所
を
変
更

さ
れ
た
方
や
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
と
い
う
方
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
バ
ー

コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
も
の
）

は
、
従
来
の
金
融
機
関
の
ほ

か
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら

も
納
税
で
き
ま
す
。
事
情
が

あ
っ
て
「
納
期
限
ま
で
に
納

め
ら
れ
な
い
」「
一
度
に
納

め
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
ご
相

談
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
　

税
務
課
納
税
係

†
０
１
５
２-

41-

０
６
１
６

身
体
障
が
い
者
又
は
精
神
障
が

い
者
で
歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
（
身
体
障
が
い

者
で
年
齢
18
歳
未
満
の
者
又
は
精

神
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
を
含

み
ま
す
）
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の
（
１
台
に
限
り
ま
す
）
や
、

そ
の
構
造
が
身
体
障
が
い
者
等
の

利
用
の
た
め
の
軽
自
動
車
等
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
は
身
体
障
が
い

者
手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
送
付

さ
れ
た
納
税
通
知
書
、
印
鑑
を
持

参
し
て
税
務
担
当
y
番
窓
口
へ
納

期
限
の
７
日
前
（
今
年
は
５
月
24

日
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
０
）

町
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
に
、

民
間
バ
ス
で
通
う
お
子
さ
ん
の
交

通
費
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
該
当

す
る
方
は
、
次
の
方
法
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

町
内
に
住
む
３
歳
以
上

で
、
１
人
で
通
う
こ
と
が
で
き

る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

助
成
額

定
期
乗
車
券
の
運
賃
に

相
当
す
る
額
　
　
　
　
　
　
　

申
請
方
法

購
入
し
た
定
期
券
、

定
期
券
の
領
収
書
、
保
護
者
の

方
の
通
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
後
日
、
助
成
金
を
振

り
込
み
い
た
し
ま
す
。

申
請
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

†
76-
２
１
５
１（
内
線
２
３
３
）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

５
月
31
日
（
金
）
は

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

身
体
障
が
い
者
等
の
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

園
児
な
ど
の
通
園
に

バ
ス
代
を
全
額
助
成
し
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か

自
転
車
の
ル
ー
ル

住民企画課

住民企画

グループ

雪
も
と
け
、
暖
か
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
お
子
さ
ん
に

自
転
車
の
乗
り
方
を
教
え
る
と
い

う
家
庭
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
練

習
を
始
め
る
前
に
、
家
族
で
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

自
転
車
は
自
動
車
の
仲
間
な
の

で
、
運
転
す
る
と
き
は
車
道
の
左

側
の
端
を
走
り
ま
す
が
、
13
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
、
70
歳
以
上
の
方
、

障
が
い
の
あ
る
方
は
歩
道
を
走
行

で
き
ま
す
。
自
転
車
を
降
り
て
押

◎車上狙いに注意！

３月中、美幌町内において４件の車上狙いと３件

の車への器物損壊事件が発生しています。ドアの鍵

穴を壊し、また、無施錠の車内から現金や工具類が

盗まれるなどの被害が出ています。警察でも警戒を

強化していますが、ドアロックは確実にするととも

に、深夜、町内を徘徊
はいかい

する不審者や不審車両を発見

したときは、ただちに110番通報しましょう。

◎振り込め詐欺被害に注意！

依然として振り込め詐欺被害が後を断ちません。

家族の名前を名乗られても、「急にお金が必要にな

った」「電話番号が変わった」などは、詐欺の疑い

が極めて強いので、いったん電話を切り、以前から

使っている電話番号に掛け直してみるなど、本当の

家族かどうか確認をしましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

道税ホームページ
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/

夏期間（5月から10月）は休館
日無しで営業してきましたが、
今年度より、年間を通して毎週
火曜日が休館日となります。

木材工芸館の休館日について

■休館日　毎週火曜日
（及び12月30日～翌年1月5日）
産業振興課商工観光担当
†76－2151（内線259）

問

北海道では、交通事故相談所を設置し、専門の相

談員や弁護士が相談に応じています（事前予約制）。

相談は無料です。

※巡回相談は、都合によりテレビ電話を活用して実　

施する場合があります。

●弁護士相談・巡回相談日程及び時間
下記の日程で行います。相談日の週の月曜日までに、

必ず「予約先」に予約してください。

●予約先 オホーツク総合振興局環境生活課

†0152－41－0783（直通）

問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　†76－2151（内線216）

■交通事故にあったが、どうしたらよいのかわからない。 ■示談をどのように行ったらよいか？

■損害賠償の額が適正かどうかを知りたい。■残された遺児への生活（教育）資金の手当ては？　など

問い合わせ先
2013オホーツク「木」のフェスティバル実行委員会

†0157－25－1331

場　所 北見保健所（北見市青葉町6番6号）

方　法 北見日赤病院精神科　嶋田医師　及び

北見保健所保健師との面接

予約・問い合わせ先

北見保健所　†0157－24－4137

こころの健康相談が
以下の日程で行われます

毎年、全国各地から４万人を超える方々が訪れる

オホーツク「木」のフェスティバル。

オホーツク圏において生産された木材・木製品を

はじめとする「木」に関わる商品を一堂に集めて、

展示販売を行います。

もちろん津別町からもたくさんの商品が出品され

ますので、どうぞ足をお運び下さい。

日　程 ５月17日（金）～19日（日）

時　間 午前10時～午後５時まで

（最終日は午後４時まで）

会　場 サンライフ北見

サンドーム北見

北見市工業技術センター

スキルアップセンター北見

（北見地域職業訓練センター）

し
て
い
る
と
き
は
歩
行
者
と
な
り

ま
す
の
で
、
歩
道
を
歩
き
ま
し
ょ

う
。片

手
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
携
帯
電
話
を
操
作
し
た

り
、
傘
を
差
し
な
が
ら
運
転
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
二
人
乗
り

や
、
自
転
車
同
士
で
並
ん
で
走
る

の
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
は
、
児
童
・
幼
児

の
お
子
さ
ん
の
安
全
の
た
め
に
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。



自
宅
に
お
風
呂
が
な
い
方
（
自

宅
の
お
風
呂
が
故
障
な
ど
で
使
え

な
い
方
）
に
、
津
別
町
公
衆
浴
場

の
無
料
入
浴
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

・
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
満
70

歳
以
上
の
町
民
の
方

・
自
家
用
風
呂
が
な
い
こ
と

・
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑

※
代
理
受
領
の
場
合
は
、
対
象
者
と

代
理
者
の
印
鑑
（
無
料
入
浴
券
は

申
請
し
な
け
れ
ば
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
３
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
は
離
婚

相
談
な
ど
家
庭
内
の
問
題
や
、
借

地
借
家
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め

ご
と
な
ど
幅
広
く
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
　
時

６
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

会
　
場

林
業
研
修
会
館
１
階
図
書
室

津
別
町
の
人
権
擁
護
委
員

修
田
　
建
惠

鷹
觜
　
と
し
子

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-
２
１
５
１
（
内
線
２
１
６
）

北
海
道
で
は
、
花
の
育
成
管
理
、

ま
ち
な
み
景
観
に
配
慮
し
た
花
の

使
い
方
な
ど
を
指
導
助
言
で
き
る

方
を
「
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
」
と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
認
定
を

受
け
る
の
に
必
要
な
講
習
会
を
、

下
記
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
講

習
会
を
受
講
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
マ

ス
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

認
定
後
は
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ

ー
と
し
て
町
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

講
習
会
で
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し

て
、
地
域
の
花
づ
く
り
・
花
壇
づ

く
り
へ
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
津
別
町
に
は
、

現
在
43
人
の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
講
対
象
者

18
歳
以
上
の
方

開
催
地

札
幌
市
（
会
場
は
未
定
）

日
　
時

７
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
45
分

定
　
員

70
人
程
度
（
定
員
を
超

え
た
場
合
、
受
講
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

受
講
料

無
料
（
交
通
費
・
宿
泊

費
等
は
受
講
者
負
担
）

申
し
込
み
方
法

印
鑑
を
お
持
ち

の
上
、
５
月
23
日
（
木
）
ま
で

に
左
記
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
グ
ル
ー
プ
r
番
窓
口

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
６
）

２
月
26
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

片
桐
　
諒
り
ょ
う

く
ん
（
豊
永
）

中
川
　
心
花
も
と
か

ち
ゃ
ん
（
活
汲
）

藤
田
　
紘
平

こ
う
へ
い

く
ん
（
東
四
条
）

加
藤
　
央
羅
て
ら

く
ん
（
旭
町
）

織
田
　
煌
生

こ
う
せ
い

く
ん
（
達
美
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１
　

（
内
線
２
３
１
）

行政相談委員に

福井 眞知子氏 委嘱される

行政への苦情・要望は、行政相談委員へ

老
人
無
料
入
浴
券
を

交
付
し
ま
す

６
月
１
日
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
特
設
相
談
所
を
開
設

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

届
け
る
」「
代
引
き
で
受
け
取
る
よ

う
に
」
と
か
、
サ
ン
プ
ル
受
取
後

「
大
量
の
商
品
が
届
く
」
等
の
例
も

あ
り
ま
す
。

注
文
し
て
い
な
い
も
の
は

受
け
取
ら
な
い
こ
と
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
に
は
、

電
話
勧
誘
な
ど
を
受
け
て
も

「
き
っ
ぱ
り
と
断
る
」
「
長
話

を
し
な
い
」「
個
人
情
報
を
教

え
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日(

祝
祭
日
を
除
く)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線258）

A 申
し
込
ん
で
い
な
い
健
康
食
品
が
届
い
た
！

最
近
、
電
話
で
「
足
腰
の
痛
み

や
体
調
を
整
え
る
の
に
良
い
も
の

が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
。
軽
く
会

話
し
た
中
で
、
試
供
品
を
勧
め
ら

れ
た
が
申
し
込
み
は
し
な
か

っ
た
。

昨
日
、
宅
配
便
が
届
い
て

開
け
た
と
こ
ろ
、
試
供
品
１

週
間
分
と
、
代
金
の
振
込
み

用
紙
が
入
っ
て
い
て
驚
い

た
。
注
文
し
て
い
な
い
の
で

返
し
た
い
。

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
健
康
食

品
が
届
く
、
と
い
う
事
例
が
増
え

て
い
ま
す
。
注
文
し
て
い
な
い
の

に
、「
先
日
受
け
た
注
文
の
商
品
を

平成25年４月１日付けで、福井眞知
子氏が、引き続き、総務大臣から行政
相談委員に委嘱されました。

◎行政相談委員は役所と皆さまのパイ
プ役です
年金、窓口サービス、登記、道路な
どの役所の仕事について、お困りごと
や苦情がありましたら、行政相談委員
がご相談に応じています。

◎相談は無料・秘密厳守！ お気軽に！　
口頭、電話、手紙で行政相談委員に
お申し出ください。

総務省行政相談委員の氏名、住所は
福井　眞知子
津別町字柏町10 †76－2337

Q
Q&

Q＆�

消費生活相談�

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

認
定
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

消防署からお知らせとお願い

火事と救急の火事と救急の119119番通報について番通報について
津別町の火事と救急の119番通報は、美幌の消防署通信指令室で受理され、指令により津別消防

署の消防車、救急車が出動します。

災害地点を迅速に特定できる地図検索装置、IP・携帯電話位置情報通知システム等最新の機能を

備えて対応しています。

１

通 報 者 通 信 司 令 室 津 別 消 防 署

・電話（一般、携帯）で「119番」

をかけ、火事か・救急かを伝えます。

“あわてず”に119番通報

津別地区の119番通報を受理し

ていることを　指令装置で、津別

消防署に伝えます。

消防庁舎に119番通報入電

中の予備指令放送が流れ、出

動に向けて準備をします。

・発生場所を津別町から伝えます。

（×自治会名は使用しない)

★津別町○○町（○○条）

○○番地○○

・名前を伝えます。

（名字、名前を必ず伝えて下さい）

★名前は○○○○○です

２

出動場所、名前を確認後、津別

消防署に出動命令を出します。

消防庁舎に出動本指令放送

が流れ消防車、救急車が直ち

に出動します。

３

・どんな状況かを話して下さい。

（通信員の質問に落ち着いて答え　

て下さい）

消防活動に必要な情報を聞くた

め質問します。

情報聴取後、出動車両へ無線等

で連絡します。

無線等で送られてきた情報

により、活動します。

４
・電話番号を伝える。

（★かけている電話の番号）

追加情報を聞く事があります。

＜緊急通報以外の問い合わせ先＞

◎津別消防署　†76－2189 ◎災害情報案内　†72－0899 ◎当番病院案内　†72－1899

相　談　対　象　者

q 18歳以上の身体障がい者で電動車いす等の直接判定を要する補装具の交付を希望する方

w 18歳以上の知的障がい者で療育手帳の新規又は再判定を希望する方

e その他、専門的判定を必要とする方

平成25年度の北海道心身障害者総合相談所の第１回巡回相談が６月18日（火）・19日（水）に北見市

総合福祉会館で行われます。通常は札幌の相談所でしか受けられない相談が、近隣で判定を受けられる貴

重な機会になりますので、希望される方は５月15日（水）までに役場の福祉担当までご連絡ください。

問い合わせ先　保健福祉課 介護福祉グループ 福祉担当　†76－2151（内線233）

北海道心身障害者総合相談所の第１回巡回相談
平成2

5年度



不法無線局から出される電波（不法

電波）は、消防、救急、警察や鉄道、

航空機など人命に関わる重要無線通信

を妨害して、私たちの生活を脅かしま

す。電波のルールをしっかり確認しま

しょう。

q無線機の使用には技適マークの確認を！

w電波の利用には原則、免許が必要！

e外国規格の無線機は国内では使用できま

せん。

問い合わせ先

北海道総合通信局

†011-737-0099

ホームページ

http://www.soumu.go.jp/soutsu

/hokkaido/

検針・料金徴収員の担当地区については、４月１日現在の大まかな

区域です。各検針・徴収員は身分証明書を携帯しております。不明な

点がありましたら下記までご連絡ください。

上水道・簡易水道・下水道・農業集落排水の料金にか

かる検針・料金徴収業務を次の会社へ委託しています。

各地域の担当員をお知らせします。

問い合わせ先

建設課上下水道担当 †76－2151（内線253・254）

委託先　水ｉｎｇ株式会社北海道支店　津別管理事務所

（下水道管理センター内）† 76－2848

委託先 水ｉｎｇ株式会社　北海道支店

後藤　寛治さん 上杉　猛晴さん

内田　憲造さん 長谷川　巌さん 佐藤　啓一さん

津別市街地区
及び活汲地区

本岐地区

豊永及び高台の一部、
美都、上里地区

相生、大昭、布川地区

日　時 ８月29日（木） 午後１時30分から午後４時まで

試験地 北見市（試験会場は、出願者に送付する受験票により通知）

試験科目 食文化概論、衛生法規、公衆衛生学、栄養学、食品学、食

品衛生学及び調理理論について筆記試験を実施

受験資格 学校教育法第57条に規定する者（高等学校入学資格）で、

多数人に対して飲食物を調理して提供する施設又は飲食店営業等に　

おいて平成25年５月24日までに２年以上調理の業務に従事した者

願書提出先 北見保健所

受付期間 ５月13日（月）～５月24日（金）

問い合わせ先

北見保健所健康推進課健康増進係　†0157－24－4173

平川　伸二さん

�

�

守 ろ う ！
電 波 の ル ー ル ！

技適マーク

■■■平成25年度■■■

建設工事等の発注見通しに関する公表

津別町が本年度に発注することが見込まれている建設工事について、「公共工事の入札及び契約

の適正化の促進に関する法律」第７条および同施行令第５条の規定に基づき、下記のとおり公表し

ます。

問い合わせ先　建設課　†76－2151（内線248）

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

世帯主の所得が高いなど、国民年金保

険料の免除の対象とならない30歳未満

の方には若年者納付猶予制度、学生の

方には学生納付特例制度があります。

▼「未納」のままだと将来の年金に影響

若年者納付猶予、学生納付特例を受け

ずに「未納」にしていると将来の年金受

給に際し、未納期間が保険料納付の資格

期間から除外されてしまいます。

そこで、若年者納付猶予、学生納付特

例を受けるとその期間は、将来受ける年

金の受給資格期間に算入されます。

▼将来のため保険料の追納を

ただし、年金額には反映されません。

納付猶予、納付特例の期間について、

10年以内に追納すれば年金額に反映さ

れます。忘れずに納めましょう。

▼審査の基準

○若年者納付猶予制度

本人・配偶者・世帯主（本人が世帯主

でない場合）の所得を審査します。

○学生納付特例制度　

本人の所得のみで審査します。

20代の方に納付猶予と特例


